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問題と目的 

 夫婦間葛藤には、言葉による攻撃や非難、侮辱、

非言語的な怒りや無視などの破壊的要素と、共感

的理解や支持などの建設的要素が含まれる

（Gottman & Levenson, 1992; Cummings & 

Davies, 2010）。日本人夫婦は葛藤時に消極的な対

処や回避行動を取る傾向があると示唆されている

（東海林 2006, 2009）。関係性における苦痛を軽

減するために，欧米ではカップルセラピーなどが

効果的であると実証されているものの、このよう

なフォーマルな援助を求めるカップルは少ない

（Doss et al., 2004; Lebow & Snyder, 2022）。そ

こで、「関係性における援助要請」という概念が個

人の援助要請と区別され、専門職によるフォーマ

ルな援助と、家族や友人，インターネットなどによ

るインフォーマルな援助に焦点を当てた研究が進

められている（Stewart et al., 2016; Hubbard & 

Harris, 2020）。日本では、個人の援助要請に関す

る研究に注目され、「関係性における援助要請」に

注目される研究は不足している（永井，2016）。 

以上を踏まえ，本研究では結婚している日本人の

夫婦間葛藤への対処，特に「関係性における援助要

請」に関する主観的な体験を探ることを目的とし

た。そのプロセスのモデルを探索的に生成するた

めに質的研究法を採用した。具体的には，以下の 3

つのリサーチクエスチョンを検討した： 1）日本

人同士の夫婦は，夫婦間葛藤からその解消まで，ど

のようなプロセスを辿るのか，2）そのプロセスに

おいて，どのようにサポートを求めるか，或いは求

めないのか，3）彼らが望む心理的支援とは，どの

ようなものなのか。 

 

方法 

 社会構成主義的グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ（Charmaz, 2014）に基づき、思春期前

の子どもを持つ初婚の日本人 13 人（男性 6 人、

女性 7 人）を対象に半構造化面接を 1 回ずつ実施

した。全ての面接は，協力者の同意を得てから録

音し，逐語録を作成した。逐語録は個人情報を匿

名化し，インタビューデータを分析した。理論的

メモなどを作成し，カテゴリまたクラスター間の

関係を検討し，理論的モデルの構築を試みた。 

 

結果 

 得られた 775 のコードから 7 レベルの階層に整

理した。この階層の最上層に 7 つのクラスター，

第 2 層には 23 のカテゴリー，第 3 層には 68 の

サブカテゴリーを生成した。7 つのクラスター

は、「子どもができたことで，夫婦関係において

新たな変化と課題を感じる」，「パートナーへの期

待や価値観のズレが原因となり、夫婦間で葛藤す

るようになる」，「夫婦間葛藤で日常生活の雰囲気

が悪くなり、夫婦がその雰囲気に直面する」，

「『普通』に戻るために日常生活で夫婦間葛藤へ

の対処を工夫する」，「問題の深刻さとその問題へ

の意識で，夫婦関係のことで援助を求めるかどう

かを決める」，「段階的に援助を求める」，「夫婦間

葛藤への対処とその援助の求め方に日本の文化と

価値観の影響を感じる」であった。クラスター間

の関係に基づき作成したモデルを生成した。 

 

 
 

 

 



 

 

考察 

 思春期前の子どもを持つ日本人夫婦が，夫婦間

葛藤への対処に関して，どのようなプロセスを辿

るのか，またその中でどのように援助を求める，

或いは求めないのかを明らかにした。 

 結果は，夫婦間葛藤への対処が「普通」の状態

に戻ることを優先する行動に根ざしていることを

示している。本研究の協力者は、先行研究と同様

に「我慢する」などといった回避行動や個人スト

レス解消方法を用いて夫婦間葛藤に対処してい

た。これらの回避行動は、夫婦間葛藤の核心的な

問題を解決するよりも、パートナー自身のネガテ

ィブ感情を調整し、夫婦関係を安定した「普通」

の状態に戻すことを目的としていた。また、先行

研究と同様に言語的話し合いだけではなく、非言

語的コミュニケーションも重要な役割を果たして

いた。協力者は夫婦間の空気を読み、パートナー

の気持ちなどを察知し、回避行動を通じて「普

通」の状態を保とうとしていた。 

 また、男女差が見られた。非言語的なコミュニ

ケーションや回避行動を用いることで、内在的な

不満が蓄積しやすい状態となる場合があった。こ

の不満を解消するため、特に女性協力者は、パー

トナーと離れた場所で友人や家族に愚痴をこぼ

し、感情を解放する方法を取ることがあった。ま

た、男性協力者はストレスを緩和するために、妻

のネガティブな感情に寄り添い、夫婦間の「普

通」を保つ行動を取る場面が見られた。日本社会

における性別役割態度や価値観が葛藤対処に影響

を与えていることを示唆している。 

 援助要請のプロセスは、段階的なものとして明

確になった。協力者は、夫婦間葛藤が深刻でない

場合は支援を求めることなく、自然な「仲直り」

を通じて「普通」の状態に戻すことを試みてい

た。しかし、葛藤が深刻化し、離婚の話が出るな

ど「普通」の日常生活に戻れない状態が続くと、

協力者は援助要請の段階を進める傾向が見られ

た。最初の段階では、協力者は信頼できる身近な

人に不満を共有することで、感情整理を行うこと

が主であった。葛藤が深刻化すると、身近な人に

関係性改善の助言や仲介を求めるなど、関係性を

改善するためにインフォーマルな援助を求めるよ

うになる。しかし、インフォーマルな援助では問

題が解決しない場合、フォーマルな援助を検討す

る段階へ進んでいく。このプロセスには、「恥」

やスティグマなどが関与しており、多くの協力者

は葛藤が深刻化しなければフォーマルな援助を求

めないと考えた。 
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付記 

 

 本研究は著者による 2018 年度心理学科卒業論

文「日本人夫婦における夫婦間葛藤と心理的支援

への援助要請の過程」における研究の一部として

行われた。 


